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（別紙様式４－２） （特別支援学校用）

熊本県立菊池支援学校 令和２年度（２０２０年度）学校評価表

１ 学校教育目標

一人一人の障がいの状態や特性、教育的ニーズなどエビデンスに基づいた教育活動を実践し、未来に向かって自立し、社会参加できる、生きる力を持った児

童生徒を育成する。

２ 本年度の重点目標

取組テーマ

「地域の関係機関との「協働」による地域に根ざした学校づくり～「障がいのある人が活躍し、生き生きと生活し、認め合える社会」の実現を目指して～」

(1)人権教育に関する研修を一層深め、同和問題に関する基本的認識を深めるとともに、児童生徒理解に努め、いじめのない学校づくりを行う。

(2)危機管理、学校保健及び学校安全の一層の充実を図り、心身ともに健康で安全に学校生活を送ることができる学校づくりを推進する。

(3)教職員の働き方改革を推進し、児童生徒と向き合う時間の確保と授業の充実を図る。

(4)個別の教育支援計画、個別の指導計画作成に当たっては、適切な合理的配慮の提供も含め、保護者、関係者との積極的な合意形成に努める。

(5)指導・支援と評価の一体化やＰＤＣＡサイクルによる授業改善など、教育活動全般の改善・充実を生み出すカリキュラム・マネジメントの実現に努める。

(6)共生社会の実現をめざすインクルーシブ教育システムの観点から、近隣小中学校との交流及び共同学習並びに居住地校交流にも積極的に取り組んでいく。

(7)行事等を通して、地域社会との交流を積極的に推進し、児童生徒が生活経験を広げるとともに、地域社会との相互理解を一層深めるように取り組む。

３ 自己評価総括表

評 価 項 目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

大項目 小 項 目

学校 働き方改革の 時間と空間の有効 ・可能な部分のペーパーレス化 ・職員室で行う会議等で会議後の ・９月から職員会議のペーパー

経営 推進 活用 を行い、印刷、 配付の時間を 使用頻度が 少ない資料につい レス化を行った。大幅に配付

、 、短縮し、職員一人一人が保有 て、サーバーでデータ管理し、 Ａ 資料が削減され 印刷・配付

する書類の量を減らし、働き 会議中はパソコンで資料を確認 年度末の処分の手間と紙の削

やすい環境を作る。 するようにする。 減ができた。

在校時間の上限を ・本年度から施行された在校時 ・４月の職員会議で職員に在校時 ・毎月のタイムカード打刻によ

意識した計画的な 間の上限を職員に周知し、在 間の上限について知らせる。 る時間外勤務の平均は上限を

業務遂行 校時間を意識した働き方を学 ・毎月、タイムカード打刻等によ Ｂ 超えなかった。

校全体で推し進める。 る勤務時間等を各自で確認する ・時間外勤務の上限を超えた職

とともに 計画的な業務を行う 員もいたので、今後は計画的、 。

な業務遂行及び業務の平準化

に取り組む。

授業の 一人一人の教 カリキュラム・マ ・評価を充実させ、授業改善及 ・個別の指導計画の活用や題材計 ・各種シートの活用により、授

充実 育的ニーズに ネジメントの推進 びカリキュラム・マネジメン 画、評価（授業、個人）等の全 業内容や指導方法に効果が見

応える教育課 トの充実を図る。 教科での活用を進める。 られている。各シートの関連

程の創造 Ｂ を更に明確にし、活用を促し

ていきたい。

、 、 、 、・月１回 授業評価の時間を設け ・毎月１回 授業評価を実施し

評価を行う時間を確保する。 個人又はグループでの評価を

行うことができた。

自立活動の指 自立活動の個別の ・自立活動の個別の指導計画を ・自立活動の指導目標及び具体的 ・月に２回、研修の機会を設定

導の充実 指導計画を活用し 活用し、個々の児童生徒に応 な指導内容の設定についての研 し、計画的に取り組むことが

た授業実践 じた自立活動の指導を行う。 修を行い、自立活動の個別の指 できた。各学部で話し合いな

導計画の活用方法について共有 がらツールの使い方について

する。 Ｂ 共有し、自立活動の個別の指

導計画に基づいた授業実践を

行うことができた。

・各学部で自立活動の指導の授業 ・各学部で複数回、実践につい

参観を行ったり、情報交換会を ての情報交換会を行い、授業

。したりすることで、専門性の向 の改善に生かすことができた

上につなげる。

キャリ 進路情報提供 生徒や保護者のニ ・生徒や保護者のニーズに応じ ・情報提供や実習、進路決定等に ・新型コロナウイルス感染症の

ア教育 の充実 ーズに応じた進路 て、地域の企業や事業所の新 つなげられるよう、生徒や保護 影響のため、新規開拓として

（進路 情報の提供 規開拓を行う。 者のニーズに合う地域の一般企 の事業所等への訪問はあまり

指導） 業や事業所を訪問して、新規開 できなかったが、電話での問

拓を行う。 Ｃ い合せ等により、生徒や保護

者への情報提供を行うように

した。次年度も事業所等とこ

、まめに連絡を取り合いながら

進路決定に向けた情報提供が

行えるようにする。

生徒 児童生徒の安 学校、家庭、関係 ・年３回、地区学校・警察との ・授業や学校生活の中で、安全で ・地区学校・警察との連絡協議

生活 全な生活とよ 機関、地域との連 連絡協議会に参加し、児童生 健全な生活を送るための指導を 会に参加し、生徒（生活）指（ ）

指導 り効果的な生 携強化 徒を取り巻く課題についての 行う。 導についての情報交換を行う

徒（生活）指 情報共有を行う。 ことができた。得た情報を学

導 Ｂ 校で共有したり、児童生徒へ

の指導に生かしたりすること

ができた。

・児童生徒を取り巻く状況は、

課題が多くあるため、次年度

も情報を取り入れながら指導

支援を行っていく。
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人権教 日々のあらゆ 日々の教育活動の ・幅広い人権意識をもった授業 ・地区の人権教育推進協議会、公 ・各学部の計画に基づき、校内

育の推 る教育活動に 実践と振り返りに 研究や人権週間（１２月）に 開授業研究会等に参加し、地区 での授業研究に取り組んだ。

進 おける人権尊 よる人権尊重意識 取り組む。 の人権教育の推進状況等につい Ｂ 校外での研修は新型コロナウ

重の観点から の向上 て知見を広めた上で、各学部の イルス感染症の影響で中止が

の具体的実践 人権目標に沿った取組を実施す 多かった。

る。

命を大切にす 自尊感情・自己実 ・ 命を大切にする取組」を各学 ・人権週間中に、各学部で「命に ・各学部で計画的に「命に関す「

る心を育む指 現・共生の視点を 部で実施する。 関する授業」を行う。 る授業」を実施し、各クラス

導の充実 踏まえた子どもの ・学級通信等で保護者に授業の様 で学級通信による保護者への

心に深く響く教育 子を伝える。 Ｂ 人権啓発の発信ができた。そ

活動の実践 れらを客観的に評価できるデ

ータ、アンケート等を次年度

は作成する。

いじめ いじめ防止の いじめ防止等の対 ・外部専門家等を入れた「いじ ・各学部でいじめが疑われる情報 ・学期に１度、いじめ防止等対

の防止 ための取組と 策のための組織的 め防止等対策委員会」を年３ を収集し、いじめ防止等対策委 策委員会を開催し、外部専門

等 重大事態の予 な取組 回実施し、いじめ防止等の対 員会で報告を行い、いじめを認 家から指導助言を受け、いじ

防 策に組織で取り組む。 知したり、事案について指導支 めの解消に向けて取り組むこ

援、対応方針を確認したりして Ｂ とができた。次年度は、各担

いじめの解消に取り組む。 任がいじめに係る情報をより

・重大事態に移行する恐れのある 的確に情報集約担当者に報告

事案については、速やかに委員 できるよう 「いじめ聴き取り、

会を開催して対策等を行う。 シート」を改良していく。

地域 特別支援教育 巡回相談の充実 ・巡回相談を地域に周知し、ニ ・リーフレットの作成、地域への ・リーフレットの作成、配付等

支援 のセンター的 ーズに応じた巡回相談を実施 配布等積極的に発信する。相談 を行い、積極的に発信した。

機能の充実 する。 には、すぐに実践できる具体的 相談依頼件数は昨年度の２倍

な支援方法等を提案する。 Ｂ を超え、ケースに応じて迅速

に対応することができた。し

、 、かし 依頼のない学校もあり

次年度も引き続き取組を充実

させる。

、健康で 安全安心な学 栄養教諭や共同給 ・各学部の給食指導の課題点や ・月１回の給食担当者会議へ参加 ・月１回の給食担当者会議では

安全な 校給食の実施 食を実施している 疑問点を聞き取り、現状を正 し、情報の共有や課題点の改善 情報の共有をすることができ

学校生 支援学校との連携 しく把握する。 を行う。 Ｂ た。

活 ・全職員へ周知するべき内容につ ・特に新型コロナウイルスに関

いては、共通理解する場面を設 しての対策について学部朝会

ける。 等で周知することができた。

コミュニティ 地域の関係機関等 ・隣接校や地域の消防署等との ・隣接の支援学校と合同避難訓練 ・隣接校との合同避難訓練実施

、防災 との連携 連携を図り、コミュニティの を実施する。 に向けて準備を進めていたが

一員としての意識を高める。 Ｃ 実施できなかった。

・菊池広域連合西消防署に指導を ・次年度も合同で実施すること

依頼する。 が確認できているので、実施

の際には地域の消防署に指導

を依頼する。

教育環 学校環境美化 環境に関する授業 ・ 環境について」各学部１回以 ・学校版環境ＩＳＯ実施計画書を ・環境ＩＳＯ実施計画の宣言項「

境の整 の実践 上の授業を行う。 作成し、具体的宣言項目（節水 目に基づき、児童生徒の実態

備 節電への取組 緑を増やす取組 に合わせ、全ての学部、学級、 、

ゴミの分別活動）に沿って実施 Ａ で環境に関する授業を１回以

する。 上行うことができた。

・ゴミの分別は、合志市の分別収 ・作成したマニュアルを基に、

集の方法を参考にマニュアルを 学校全体でゴミの分別収集に

作成し取り組む。 取り組むことができた。

情報発信・地 ホームページの充 ・各学部の取組について定期更 ・月1、２回のペースで各学部ホ ・学習活動や学校行事の様子な

域啓発 実 新をしながら情報発信する。 ームページ担当が、行事や活動 ど、ホームページにて定期的

終了後等に更新を行う。 Ｂ に情報を発信することができ

た。 各学部の更新頻度にばら

つきがあるため、次年度も各

学部継続的に更新していく。

地域連 学校運営協議 取組テーマに基づ ・取組テーマ「地域の関係機関 ・９月の協議会で学校の取組案 ・９月、２月の協議会ともに書

携（コ 会の実施 いた学校運営 との協働による地域に根ざし を提示し、２月の協議会でテ 面開催となったが、本年度の

ミュニ た学校づくり」に基づいた各 ーマに基づいた本年度の本校 取組に関する検証ができた。

ティ・ 学部、各分掌部の取組を実施 の取組を検証する。 Ｂ ・次年度の取組に向けて、意見

スクー し、地域に根ざした学校づく 聴取ができたので、実現する

ル） りを行う。 よう準備を行っていく。


